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オプション番号 サブメニュー 説明 

1 [Network Configuration] マネジメント モジュールのネットワーク  プ
ロパティを入力または変更します。 

2 [Info Page] マネジメント モジュールのパラメーターを 

表示します。 

3 [Factory Default] パラメーターをデフォルト設定に戻します。 
 

 

[Menu Network Configuration]サブメニュー 

 
       

オプション番号 サブメニュー 説明 

1 [IP Configuration] マネジメント モジュールのIP設定を入力また

は変更します。 

2 [Change Passwords] マネジメント モジュールのパスワードを入力

または変更します。 

3 [HTTP/Console Timeout [min]] マネジメント モジュールのHTTP/コンソール

最小タイムアウト値を入力または変更します。 

4 [Activate Actual Values] 変更を受け入れてユニットの再起動を選択し

ます。 
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[IP Configuration]サブメニュー 

 
      

オプション番号 サブメニュー 説明 

1 [IP Address] マネジメント モジュールのIPアドレスを入力

または変更します。 

2 [IP Subnet mask] マネジメント モジュールのサブネット マス

クを入力または変更します。 

3 [IP Def. Router] マネジメント モジュールのデフォルト ルー

ターを入力または変更します。 

4 [Enable/Disable DHCP] DHCPの有効/無効を切り替えます。 
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[Change Passwords]サブメニュー 

 
        

オプション番号 サブメニュー 説明 

1 [Console Password 'Admin'] Adminパスワードを変更します。 

2 [FTP Password 'ftpuser'] FTPのユーザー パスワードを変更します。 

3 [FTP Password 'ftpadmin'] FTPのAdminパスワードを変更します。 

4 [HTTP Password 'User'] HTTPのユーザー パスワードを変更します。 

5 [HTTP Password 'Admin'] HTTPのAdminパスワードを変更します。 
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[Info]ページ 

 

[Info]ページには、次のパラメーターが表示されます。 

• IP Address 

• Subnetmask 

• Router/Gateway 

• MAC Address 

• SysName 

• SysContact 

• SysLocation 

• Software Version 

• Hardware Version 

• Firmware 

• Serial Number 

• Manufacture Date 

• CMC-Info 
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[Factory Default]サブメニュー 

 
       

オプション番号 サブメニュー 説明 

1 [Set to Factory Default] マネジメント モジュールを工場出荷時のデ

フォルト設定に戻します。 

2 [Product ID MCS] MCSユニットのプロダクトIDを設定します。 

3 [Serial Number MCS] MCSユニットのシリアル番号を設定します。 
 

 

ハイパーターミナルの設定 
1. Microsoft® Windows®のデスクトップ メニューで、[スタート]メニューをクリックし、[プログラム]、[アク

セサリ]、[通信]、[ハイパーターミナル] の順にクリックします。[接続の設定]ウィンドウが表示されます。 

2. 名前を入力して、接続に使用するアイコンを選択します。[接続の設定]ウィンドウが表示されます。 

3. 接続に使用するCOMポートを選択します。[Com Properties]ウィンドウが表示されます。 

4. 次のパラメーターを選択します。 
 

パラメーター 値 

転送速度 9600ビット/秒 

データ ビット 8 

パリティ なし 

ストップ ビット 1 

フロー制御 なし 
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5. 接続が確立したら、Enterキーを押してログインします。マネジメント モジュールのメイン メニューが表示

されます。画面のオプションに従って、マネジメント モジュールを設定します。 
 

Minicomの設定 
  

 注：以下の説明は、Red Hat Linux 3.0の使用を前提にしています。詳しくは、Linuxオペレーティング シ
ステムのヘルプまたはマニュアルを参照してください。 

  

  

 重要：Minicomは、Linuxのインストール時にロードされるユーティリティです。ただし、オペレーティ

ング システムのインストール中にLinuxユーティリティをインストールするオプションを選択しない場

合、Red Hat社のWebサイトからMinicom X.X.i386.rpmファイルをダウンロードしないとMinicomを使

用できません （RPMのインストール手順については、Red Hat社のWebサイトを参照してください）。 
  

1. Linuxコンソールにログインするかまたは端末を開いて、コマンド プロンプトでminicom-sと入力します。

[Configuration]メニューが表示されます。 

2. [Serial Port Setup]を選択します。[Change which setting?]メニューが表示されます。 

3. [Option A (Serial Device)]を選択します。デバイス タイプを「dev/modem」から「/dev/ttyS0」に変更し

て、Enterキーを押します。 

4. [Option E (Bps/Par/Bits)]を選択します。[Comm Parameters]メニューが表示されます。 

5. [E (Speed 9600 Bps)]を選択し、Enterキーを押します。[Option E]の横に9600 8 N1と表示されます。 

6. [Option F (Hardware Flow Control)]を選択します。 

7. [Change which setting?]メニューが以下のように設定されていることを確認します。 

o A - Serial Device：/dev/ttyS0 

o B - Lockfile Location：/var/lock 

o C - Callin Program: 

o D - Callout Program: 

o E - Bps/Par/Bits：9600 8 N1 

o F - Hardware Flow Control:No 

o G - Software Flow Control:No 

8. Enterキーを押して、[Configuration]メニューに戻ります。下方向にスクロールして[Save setup as default]オプ

ションを選択し、Enterキーを押します。[Configuration]メニューを下方向にスクロールして[Exit from the 
Minicom]オプションを選択し、Enterキーを押します。 

9. コマンド プロンプトから「Minicom」と入力します。接続が確立したら、すぐにEnterキーを押してログイ

ンします。マネジメント モジュールのメイン メニューが表示されます。画面のオプションに従って、マネジ

メント モジュールを設定します。 
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オペレーター ディスプレイ 

オペレーター ディスプレイの概要 
オペレーター ディスプレイを使用すると、MCS 5042のフロント ドアを閉じたまま、システムの稼動状況につい

ての情報を確認できます。マネジメント モジュールが警告またはアラームを発行すると、オペレーター ディスプ

レイ、ならびにWebインターフェイスの[Alarms]メニューと[Alarm History]メニューに、警告メッセージやアラーム 
メッセージ（「警告メッセージとアラーム メッセージ」（48ページ））が表示されます。 

 

オペレータ ディスプレイの各部 
MCS 5042ユニットのフロント ドアにあるオペレーター ディスプレイには、デジタル タッチ画面があります。 

メニュー オプション間をスクロールするには、画面下部の該当するボタンをクリックします。 

 
 

警告メッセージとアラーム メッセージ 
次の表は、MCS 5042ユニットからマネジメント モジュールに送信され、表示される可能性のある警告およびア

ラーム メッセージを示します。これらのメッセージは、オペレーター ディスプレイおよびWebインターフェイス

の[Alarms]メニューと[Alarm History]メニューに表示されます。 

ファン ユニットの故障またはファン ユニットが取り付けられていない 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
ファン1、2、3、4、5、または6に障害 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
ファン1、2、3、4、5、または6で障害が発生したかまたはファンが取り付け

られていない 

状態 ファン1、2、3、4、5、または6が最低回転数以下で回転しています。 

センサー ファン1、2、3、4、5、または6 

SNMP通知 警告 



 

オペレーター ディスプレイ 49 

インジケーター 意味 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

1. ファン ユニットを取り外します。 

2. 同じファン ユニットを取り付けなおします。 

モジュールを取り付けなおしても、警告メッセージが消えない場合は、ファン ユニットをCSR部品と交換してくだ

さい。CSR部品について詳しくは、「交換可能部品とメンテナンス/サービス情報」（63ページ）を参照してくだ

さい。 

HEX（熱交換器）入力温度の異常（サーバーの吸気温度の異常） 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
HEX1、HEX2、またはHEX3出力温度障害 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
サーバー吸気側上部熱交換器の吸気温度センサー障害 

状態 温度の測定値が制限値を超えています（開回路の可能性）。 

センサー HEX1、HEX2、またはHEX3センサー（この値は、サーバーの吸気側にある気

液熱交換器の温度） 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

HPに連絡するか、またはHPのWebサイトhttp://www.hp.com/jpを参照してください。 

HEX出力温度の異常（サーバーの排気温度の異常） 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
HEX1、HEX2、またはHEX3出力温度障害 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
サーバー排気側上部熱交換器の排気温度センサー障害 

状態 温度の測定値が制限値を超えています（開回路の可能性）。 

センサー ファン1、2、3、4、5、または6のセンサー（この値は、サーバーの排気側に

あるファン ユニットの温度） 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

HPに連絡するか、またはHPのWebサイトhttp://www.hp.com/jpを参照してください。 

流量の低下 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
冷却水量低下 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
冷却水量低下 

状態 冷却水が流れていないか流れが悪くなっています。 

http://www.hp.com/jp�
http://www.hp.com/jp�


 

オペレーター ディスプレイ 50 

インジケーター 意味 

モジュール ウォータ グループ 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

冷却水の供給源を確認します。 

給水の水温が範囲内にない 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
冷却後の水温障害 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
ウォータ ユニット入力温度が規定範囲外 

状態 水温センサーが正常に機能していません（開回路の可能性）。 

センサー ウォータ グループ センサー 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

1. 冷却水の供給源を確認します。 

2. 水温が想定範囲を上回っているのか下回っているのかを確認します。 

3. 建物の管理人に連絡します。 

4. HPに連絡するか、またはHPのWebサイトhttp://www.hp.com/jpを参照してください。 

冷却後の水温が範囲内にない 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
冷却後の水温障害 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
ウォータ ユニット出力温度が規定範囲外 

状態 水温センサーが正常に機能していません（開回路の可能性）。 

センサー ウォータ グループ センサー 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

1. 冷却水の供給源を確認します。 

2. 水温が想定範囲を上回っているのか下回っているのかを確認します。 

3. 建物の管理人に連絡します。 

4. HPに連絡するか、またはHPのWebサイトhttp://www.hp.com/jpを参照してください。 

http://www.hp.com/jp�
http://www.hp.com/jp�
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水流センサーが正常に機能していません。 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
水流センサー障害 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
水流センサー値が規定範囲外 

状態 水流センサーが正常に機能していません。 

センサー ウォータ グループ 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

1. 冷却水の供給源を確認します。 

2. HPに連絡するか、またはHPのWebサイトhttp://www.hp.com/jpを参照してください。 

水流バルブが閉じている 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
水流バルブ障害 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
水流バルブ障害 

状態 給水バルブは閉じていますが、水流は検知されています。 

モジュール ウォータ グループ 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

1. 給水バルブが閉じていることを確認します。 

2. HPに連絡するか、またはHPのWebサイトhttp://www.hp.com/jpを参照してください。 

水漏れ検知センサーが正常に機能していません。 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
水漏れ検知センサー障害 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
水漏れ検知センサー障害 

状態 水漏れ検知センサーが正常に機能していません。 

センサー 水漏れ検知センサー 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

HPに連絡するか、またはHPのWebサイトhttp://www.hp.com/jpを参照してください。 

http://www.hp.com/jp�
http://www.hp.com/jp�
http://www.hp.com/jp�
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熱負荷の不均一 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
熱負荷警告 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
熱負荷警告 

状態 気温測定値が上部と下部とで大幅に異なっています。 

センサー 気温センサー 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

1. 対流を妨げているものがないことを確認します。 

2. サーバーがロードしていることを確認します。 

3. [Advanced]タブの[Temperature Difference for Heat Load Warning]の値を調整します。 

過熱状態（[High Temperature Threshold]フィールド） 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
温度上昇 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
温度上昇 

状態 過熱状態です。 

モジュールまたはセンサー サーバーの平均気温が、Webインターフェイスの[Intake Temp]タブの[High 
Temperature Threshold]フィールドで設定した値を超えています。 

SNMP通知 重大 

メッセージのタイプ アラーム 
 

解決策： 

1. 冷却水の取り込み口の温度を確認します。 

2. 水流が熱負荷に対して必要な仕様を満たしていることを確認します。 

3. Webインターフェイスの[Intake Temp]タブの[High Temperature Threshold]フィールドで設定した値を調整し

ます。 

水漏れの検知 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
水漏れ検知 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
水漏れ検知 

状態 水漏れが検知されました。 

モジュールまたはセンサー 水漏れ検知センサーが作動しています。 

SNMP通知 重大 

メッセージのタイプ アラーム 
 

解決策： 

1. ラック ドアを開きます。 
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2. ラックに設置されているコンポーネントの電源を切ります。 

3. MCS 5042ユニットへの水流を止めます。 

4. 水漏れしている場所を確認して修理します。 

通信障害 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
アラーム メッセージ通信障害I2C 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
アラーム メッセージ通信障害I2C 

状態 マネジメント モジュールがMCS 5042ユニットのセンサーと通信できません。 

モジュールまたはセンサー いずれかのモジュールまたはセンサー 

SNMP通知 重大 

メッセージのタイプ アラーム 
 

解決策： 

マネジメント モジュールの電源を切って入れなおします。アラーム メッセージが消えない場合は、マネジメント 
モジュールをCSR部品と交換してください。CSR部品について詳しくは、「交換可能部品とメンテナンス/サービス

情報」（63ページ）を参照してください。 

しきい値を下回る温度低下（[Low Temperature Threshold]フィールド） 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
温度低下 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
温度低下 

状態 サーバーの平均気温が、Webインターフェイスの[Intake Temp]タブの[Low 
Temperature Threshold]フィールドで設定した値を下回っています。 

センサー 気温センサー 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

1. 水流が熱負荷に対して必要な仕様を満たしていることを確認します。 

2. 水温が想定範囲を下回っていることを確認します。 

3. Webインターフェイスの[Intake Temp]タブの[Low Temperature Threshold]フィールドで設定した値を調整します。 

4. 建物の管理人に連絡します。 

しきい値を超える温度上昇（[Warning Temperature Threshold]フィールド） 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
過熱警告 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
過熱警告 

状態 サーバーの平均気温が、Webインターフェイスの[Intake Temp]タブの

[Warning Temperature Threshold]フィールドで設定した値を超えています。 

モジュールまたはセンサー 気温センサー 
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インジケーター 意味 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

1. 水流が熱負荷に対して必要な仕様を満たしていることを確認します。 

2. 水温が想定範囲を上回っていることを確認します。 

3. Webインターフェイスの[Intake Temp]タブの[Warning Temperature Threshold]フィールドで設定した値を調整

します。 

4. 建物の管理人に連絡します。 

流量の消失によるドアの緊急開放（0リットル/分、36/34/35°C） 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
緊急ドア、水流 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
流量の消失によるドアの緊急開放（0リットル/分、36/34/35°C） 
インターフェイスのアラーム メッセージは、ファンの温度を表示するので、

どの温度を超えてアラームが発生したかを確認することができます。 

状態 [Water Flow Loss Emergency Door Opening Temperature Threshold]を超えた

か、水流が2リットル/分未満です。 

モジュールまたはセンサー サーバーの吸気温度、水流メーター 

SNMP通知 重大 

メッセージのタイプ アラーム 
 

解決策： 

1. 冷却水の供給源を確認します。また、MCS 5042ユニットに冷却水が供給されていることを確認します。 

2. 差圧が正確であることを確認します。 

3. [Water Flow Loss Emergency Door Opening Temperature Threshold]が[Server Intake Temperature Set Point]より

5～20°C高いことを確認します。 

4. [Server Intake Temperature Set Point]または[Water Flow Loss Emergency Door Opening Temperature Threshold]
フィールドの温度を調整して障害アラームを防止します。 

  

 重要：[Emergency Door Opening]フィールドに温度を入力するときは、注意してください。温度のしき

い値を低く設定しすぎると、MCSユニットがシャットダウンすることがあります。 
  

高温によるドアの緊急開放（35/36/38°C） 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
緊急ドア、高温 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
高温によるドアの緊急開放（35/36/38°C） 
インターフェイスのアラーム メッセージは、ファンの温度を表示するので、

どの温度を超えてアラームが発生したかを確認することができます。 

状態 [High Temperature Emergency Door Opening Threshold]を超えました。 

モジュールまたはセンサー サーバーの吸気温度 

SNMP通知 重大 

メッセージのタイプ アラーム 
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解決策： 

1. 冷却水の供給源を確認します。また、MCS 5042ユニットに冷却水が供給されていることを確認します。 

2. [High Temperature Emergency Door Opening Temperature Threshold]が[Server Intake Temperature Set Point]よ
り5～20°C高いか、[Water Flow Loss Emergency Door Opening Temperature Threshold]以上であることを確認

します。 

3. [Server Intake Temperature Set Point]または[Water Flow Loss Emergency Door Opening Temperature Threshold]
フィールドの温度を調整して障害アラームを防止します。 

  

 重要：[Emergency Door Opening]フィールドに温度を入力するときは、注意してください。温度のしき

い値を低く設定しすぎると、MCSユニットがシャットダウンすることがあります。 
  

復水ポンプがxサイクルを超えた 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプレイに表示

されるアラーム メッセージ 
湿度過多 

Webインターフェイスに表示され

るアラーム メッセージ 
復水ポンプがxサイクルを超えた 

状態 水面が復水ポンプ センサーの許容高度を超えました。 

モジュールまたはセンサー 復水ポンプ センサー 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

1. 水漏れを調べ、復水が原因かどうかを確認します。 

2. 水漏れがなければ、[Excessive Moisture:Condensation Pump Cycles Warning Threshold]フィールドの温度を調

整します。 
  

 重要：[Condensation Pump Threshold]フィールドに温度を入力するときは、注意してください。不適切

なアラームを防止するために、MCSに問題がない状態で、正しいデフォルト設定を決定してください。 
デフォルト設定は、データ センターの湿度レベルとMCS内の装置によって生成された熱負荷によって

異なります。 
  

復水ポンプがx秒を超えて稼動した 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプ

レイに表示されるア

ラーム メッセージ 

湿度過多 

Webインターフェイス

に表示されるアラーム 
メッセージ 

復水ポンプがx秒を超えて稼動した 

状態 水面が復水ポンプ センサーの許容高度を超えました。 

モジュールまたはセン

サー 
復水ポンプ センサー 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

1. 水漏れを調べ、復水が原因かどうかを確認します。 

2. 水漏れがなければ、[Excessive Moisture:Condensation Pump Running Time Warning Threshold]フィールドの温

度を調整します。 
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 重要：[Condensation Pump Threshold]フィールドに温度を入力するときは、注意してください。不適切

なアラームを防止するために、MCSに問題がない状態で、正しいデフォルト設定を決定してください。 
デフォルト設定は、データ センターの湿度レベルとMCS内の装置によって生成された熱負荷によって

異なります。 
  

  

 注：24時間制クロックは、復水ポンプが24時間を超えて最初に稼動したときに開始します。24時間以

内にサイクルしきい値またはポンプ運転時間のいずれかを超えた場合、警告が発行されます。復水ポン

プが最後に稼動してから24時間以内にしきい値を超えない場合はクロックが停止し、カウンターは0に
リセットされます。 

  

  

 注：復水ポンプ サイクル警告を消すには、左ナビゲーション フレームで[Cooling System]をクリッ

クして、[Cooling System]画面にアクセスし、[Alarms/Warnings]タブをクリックします。[Warnings]
セクションで、[Alarm Reset]を[Manual]に設定し[Save Settings]をクリックします。次に、[General]
メニューに戻り、[Clear Alarms]をクリックします。 
この手順で消えるのは、復水ポンプが稼動していないときの警告のみです。 

  

両方のドアが開いている 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプ

レイに表示されるア

ラーム メッセージ 

ラックのフロント ドアとリア ドアの両方が開放。 

Webインターフェイス

に表示されるアラーム 
メッセージ 

両方のドアが開放。 

状態 ラックのフロント ドアとリア ドアが開いています。システムはファンをシャットダウ

ンして、給水バルブを締めています。 

モジュールまたは 
センサー 

ラック ドア センサー 

SNMP通知 アラーム 

メッセージのタイプ アラーム 
 

解決策： 

1. フロント ドアとリア ドアが閉まっていることを確認します。 

2. 動作状態が原因で、ドアの自動開放機能が起動したのではないことを確認します。 
  

 注：温度しきい値の設定が低すぎないことを確認します。ドアの緊急開放メッセージを参照してください。 

  

給水の水温が露点より低い 
 

インジケーター 意味 

オペレーター ディスプ

レイに表示されるア

ラーム メッセージ 

露点警告 

Webインターフェイス

に表示されるアラーム 
メッセージ 

給水の水温が露点より低下 

状態 フロントまたはリア ドアが開き、給水の温度が計算された露点よりも低くなっていま

す。ファンの速度が、自動的に、最高速度の75%に切り替わっています。 

モジュールまたは 
センサー 

湿度センサー 
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インジケーター 意味 

SNMP通知 警告 

メッセージのタイプ 警告 
 

解決策： 

1. フロント ドアとリア ドアが閉まっていることを確認します。 

2. サーバーの負荷が、『HP mc-Series 5042 Rack Site Preparation Guide』で冷却水の取り込み口の温度に対して

指定されている最低負荷を満たしていることを確認します。 
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FAQ 

HPラックmcシリーズ5042のFAQ 
 

質問 回答 

MCS 5042ユニットにはどの程度の

冷却能力がありますか。 
熱交換器の冷却能力は冷却水の温度およびサーバー取り込み口の設定

ポイントによって決まります。MCS 5042ユニットは、ラックに設置さ

れたコンポーネントが消費する電力を、最大50kWまで冷却できます。 

MCS 5042ユニットの使用には、特別

なIT装置が必要ですか。 
いいえ。正面側から背面側への通気による冷却システムを使用するすべ

てのIT装置（IT装置の99%）を使用できます。MCS 5042ユニットと組

み合わせて使用することでの制限はありません。 

MCS 5042ユニットによって余分な

熱が発生して室温が上がるというこ

とはありますか。 

サーバーの通気設定や室温によって、ラックに供給される総電力の最大

10%が熱に変わり室温を上げることがあります。 

発生する廃熱に対応して冷却のレベ

ルを調整できますか。 
はい。制御システムが水流と通気を自動的に調整し、ラックに生成され

た熱を取り除きます。 

MCS 5042ユニットは、どのようにし

て給排水管と接続するのですか。 
1.25インチのフレキシブル ホースとクイックディスコネクト自動

シャットオフ ホース固定具を使用して接続します。詳しくは、『HP 
mc-Series 5042 Rack Hook-Up Kit Installation Instructions』を参照してく

ださい。 

フロント ドアやリア ドアを開いた

まま、MCS 5042ユニットを稼動させ

ることはできますか。 

はい。エアカーテン効果によって、空気は正常な状態を保ち、ほとんど

失われません。稼動中にドアを開いていると、室内の空気とサーバーに

供給される空気が混ざります。 

MCS 5042ユニットにはメンテナン

スは必要ですか。 
いいえ。冷却水の水質が維持されていれば、MCS 5042ユニットのメン

テナンスは不要です。水質について詳しくは、HPのWebサイトに掲載

されている『HP mc-Series 5042 Rack Site Preparation Guide』を参照し

てください。 

二重床を必ず使用しなければならな

いのですか。 
いいえ。MCS 5042ユニットの稼動に、二重床は必須ではありません。

詳しくは、HPのWebサイトに掲載されている『HP mc-Series 5042 Rack 
Site Preparation Guide』を参照してください。 

結露しますか。 正常な動作中に結露が発生することがあります。しかし、MCS 5042
ユニットの結露制御システムによって、結露水がラックマウント型コン

ポーネントに達したり、損傷を与えたりすることはありません。ほとん

どの場合は、MCS 5042ユニットの結露制御システムに達する前に結露

水は蒸発します。 

MCS 5042ユニットが湿度を制御す

る方法を教えてください。 
室内の空気の出入りが一定程度あるため、装置内部の湿気は室内と同じ

です。 

MCS 5042ユニット内の通気は、静電

気を生成しますか。 
冷やされた空気の湿度が非常に低いと、静電気が発生することがありま

す。しかし、MCS 5042ユニットが『HP mc-Series 5042 Rack Site 
Preparation Guide』および環境仕様（62ページ）に指定されている設

定で動作していれば、静電気は問題になりません。 

HPシリアル コンソール スイッチを

使用してシリアル インターフェイス

に ア ク セ ス す る 際 、 Microsoft® 
Windows®から余分なライン フィー

ドが送信されるのはなぜですか。 

HPシリアル コンソール スイッチのコンソール ポートでAdminとして

ログインしているときに次のコマンドを入力してください。port xは
MCSマネジメント モジュールに接続されたポートです。 
port x set out lf=strip 
port x set flow=Xonxof 
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質問 回答 

パイプが壊れた場合、MCS 5042ユ
ニットに冷却水が入らないように

なっていますか。 

はい。MCS 5042ユニットはサーバー エンクロージャーとは物理的に

分離されています。このため、サーバーに直接水がかかることはありま

せん。各クーリング モジュールのベース ユニットは結露などで発生し

た水分を集めるトレイの役割を果たします。これらのトレイは、互いに

接続されており、水分は結露除去用の配水パイプを通ってただちに排出

されます。また、各熱交換モジュールには、漏れた水や結露により発生

した水分を集めるためのトレイがついており、水分はここからMCS 
5042ユニットの底部、さらには、建物の排水設備に流れていきます。

水漏れが発生すると、内蔵の水漏れセンサーが検知し、アラームが生成

されるため、迅速な対応が可能です。 

MCS 5042ユニットへの水流が止

まったらどうなりますか。 
自動ドア リリース キットを取り付けて有効にしていれば、アラームに

よってラックのドアが開き、室内周囲温度によってサーバーを冷却でき

るようになります。 

MCS 5042ユニットをデータ セン

ターの既存のラックに取り付けるこ

とができますか。 

いいえ。MCS 5042ユニットは空のHPラックとともに出荷されます。

ただし、CTO（Configure to Order）は利用できます。 

1つのMCS 5042ユニットで2つの

ラックを冷却することができますか。 
はい。MCS 5042ユニットに取り付けるHP拡張ラック キットがあります。

MCS 5042ユニットのどちら側のラックでも冷却することができます。 

データ センターの既存のラックをセカ

ンダリ ラックとしてMCS 5042ユニッ

トに取り付けることができますか。 

いいえ。セカンダリ ラックが正しく取り付けられて機能することを確

実にするために、HP拡張ラック キットを注文する必要があります。 

セカンダリ  ラックで自動ドア  リ
リース キットを使用できますか。 

はい。HP自動ドア リリース キットを拡張ラックに取り付けることが

できます。自動ドア リリース機能を有効にすると、両方のラックの自

動ドア リリース機能が自動的に制御されます。 
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トラブルシューティング 

HPラックmcシリーズ5042のトラブルシューティング 
 

問題 解決策 

水流が少ないかまたはまったくない 詳しくは、製品に付属のドキュメンテーションCDに収録されている

『HPラックmcシリーズ5042 Webインターフェイス ユーザー ガイ

ド』の「温度制御設定値」を参照してください。 

ファンの速度が遅すぎる 詳しくは、製品に付属のドキュメンテーションCDに収録されている

『HPラックmcシリーズ5042 Webインターフェイス ユーザー ガイ

ド』の「冷却性能パラメーターの設定」を参照してください。 

ファンの速度が速すぎる 詳しくは、製品に付属のドキュメンテーションCDに収録されている

『HPラックmcシリーズ5042 Webインターフェイス ユーザー ガイ

ド』の「冷却性能パラメーターの設定」を参照してください。 

サーバーの平均吸気温度（サーバーに

取り込まれる空気の温度）が高すぎる 
詳しくは、製品に付属のドキュメンテーションCDに収録されている

『HPラックmcシリーズ5042 Webインターフェイス ユーザー ガイ

ド』の「冷却性能パラメーターの設定」を参照してください。 

サーバーの平均吸気温度（サーバーに

取り込まれる空気の温度）が低すぎる 
詳しくは、製品に付属のドキュメンテーションCDに収録されている

『HPラックmcシリーズ5042 Webインターフェイス ユーザー ガイ

ド』の「冷却性能パラメーターの設定」を参照してください。 

平均排気温度（サーバーから排出され

る空気の温度）が高すぎる 
詳しくは、製品に付属のドキュメンテーションCDに収録されている

『HPラックmcシリーズ5042 Webインターフェイス ユーザー ガイ

ド』の「冷却性能パラメーターの設定」を参照してください。 

平均排気温度（サーバーから排出され

る空気の温度）が低すぎる 
詳しくは、製品に付属のドキュメンテーションCDに収録されている

『HPラックmcシリーズ5042 Webインターフェイス ユーザー ガイ

ド』の「冷却性能パラメーターの設定」を参照してください。 

Webインターフェイス経由で行った

設定変更が受け入れられず、マネジメ

ント モジュールのLEDが赤色、黄色、

または緑色で点滅する 

マネジメント モジュールのCキーを5秒間押し続けて、設定を確認して

ください。 

マネジメント モジュールのディスプ

レイまたはWebインターフェイスの

測定値が正しくないようで、マネジメ

ント モジュールのLEDが赤色、黄色、

または緑色で点滅する 

マネジメント モジュールのCキーを5秒間押し続けて、設定を確認して

ください。 

熱交換器が正しく動作しなくなった 対応するファン ユニットを取り外し、自動ドア リリース キットが

ラック ドアを開いたままにしないようにしてください。 
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仕様 

MCSの仕様 
 

項目 仕様 

電圧 208V 60Hz（UL）、230V 50Hz（CE、CB） 

最大の高さ  
（ラックも含む） 

200.9cm 

最大の幅  
（ラックも含む） 

90.9cm（最大） 

最大の奥行き  
（ラックおよびラック 
 ハンドルも含む） 

149.0cm（奥行きには、リア拡張フレームを含む） 

最大の輸送時高さ （ス

キッドに載せた場合） 
228.5cm 

最大の輸送時幅（スキッ

ドに載せた場合） 
122.0cm 

最大の輸送時奥行き 

（スキッドに載せた 
場合） 

182.9cm 

正味重量  
（空きラックも含む） 

450kg（重量には、30kgあるリア拡張フレームを含む） 

輸送時重量  
（梱包を含む） 

704kg（重量には、30kgあるリア拡張フレームを含む） 

有効冷却能力 50kW（124リットル/分のとき） 
（L42W10, L20） 

定格電流（最大） 208VAC-18A 

冷媒 水 

冷却水取り込み口の 
推奨最低温度 

7℃ 

動作時の許容圧力

（pmax） 
8バール（116psi） 

動作時の最大ノイズ  
レベル 

79dB(A) 

 
  

 注：略語L42W10, L20は、タイプ プレート情報の一部で、暖気の温度42°C、冷水の温度10°C、およ

び冷気の温度20°Cを意味します。 
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温度と通気に関する性能 
 

温度と通気に関する性能 
パラメーター  （最大値） 

シングル ラック デュアル ラック  
（ラック当たりの仕様） 

気温 - ラックマウント型 
コンポーネントの吸気 

25°C 25°C 

冷却水の温度 7～16°C 7～16°C 

ラックマウント型コンポーネント 
全体に対する通気 

ラックマウント型コンポーネント

全体に対して 4,500cfm（7,650 
m3/時）以下（0以上の圧力低下時） 

ラックマウント型コンポーネント

全体に対して2,400cfm（4,050m3/
時）以下（0以上の圧力低下時） 

冷却水の流速 124リットル/分 124リットル/分 

温度仕様を満たすために必要な流量に

おける冷却水の差圧 
差圧（Δp）1.0バール 差圧（Δp）1.0バール 

室内への放射熱 最大約10%、MCS設定と室温によ

り変化 
最大約10%、MCS設定と室温によ

り変化 

サーバー熱負荷 50kW（最大） 25kW（最大） 
 

 

環境仕様 
 

項目 仕様 

動作温度 15～32°C 

非動作時温度 0～60°C 

運搬時温度 -30～60°C、最大72時間 

保管時の温度 -20～60°C 

動作時の湿度 20～60%相対湿度（結露しないこと） 

非動作時湿度 5～95%相対湿度（結露しないこと） 

動作保証高度 -76.2～3,048m 

非動作時高度 -76.2～9,144m 
 
  

 注：MCS 5042ユニットには、安全のために、露点センサーと、冷却水の温度が露点を下回った場合に

アラーム音を鳴らす制御システムが備えられています。冷却水の温度が露点を下回ると、熱交換器に結

露が異常発生します。このため、ユニットは、結露が発生しないような動作条件で運転する必要があり

ます。 
  

 

HPラック モデル10642 G2の仕様 
 

U高さ 幅 奥行き 動的負荷（総負荷） 固定負荷 

42U 600mm 1,200mm 1,043kg 1,043kg 
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交換可能部品とメンテナンス/サービス情報 

交換可能部品の入手 
交換可能部品について詳しくは、『HP mc-Series 5042 Rack Maintenance and Service Guide』参照してください。 

1. HPのWebサイトhttp://www.hp.com/support（英語）にアクセスします。 

2. [United States (English)]を選択し、Enterキーを押します。[See support and Troubleshooting Information]
を選択します。 

3. [product]フィールドで、HP mc-Series 5042 Rackと入力して、[Enter]をクリックします。 

4. [Resources]セクションから、[Manuals]を選択します。 

5. [Quick jump to manuals by category]セクションから、[Service and maintenance information]を選択し

ます。 
 

メンテナンスとサービス 
メンテナンスとサービスについて詳しくは、HPのWebサイトhttp://www.hp.com/jpを参照してください。 

 

気液熱交換器のメンテナンス 
気液熱交換器は、メンテナンス不要です。冷却水に微粒子が混ざっている場合は、水取り込み口固定具のすぐ上に

フィルターを取り付けてください。結露除去排水システムの機能は定期的にチェックしてください。水漏れがない

かどうかの目視点検は定期的に行ってください（毎年）。 

http://www.hp.com/support�
http://www.hp.com/jp�
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水質と水平設置の要件および結露除去 

水質の要件と仕様 
閉ループで使用する水は、石灰質の堆積物や浮遊物を含むものであってはなりません。硬度、特に炭酸水素成分が

低くなければなりません。微粒子を取り除くためにフィルターを使用し、定期的に点検してください。また、接触

する物質の腐食に結びつくような軟水も不適格です。定期的に新しい水を加え、富栄養化している水は除去する必

要があります。MCS 5042ユニットに給水する水は、#30のメッシュ フィルターを使用して濾過すること、および

長期にわたって性能を維持するためには1µmのフィルターを使用して濾過することをおすすめします。 

また、必要な水温の設定ポイントも考慮してください。水温が0°C近くあるいはそれ以下になると、冷却水設備の

液化装置温度が水の凝固点に接近します。または凝固点以下になります。MCS 5042ユニットに供給される冷却水

の温度は5°Cです。水が凍結すると、装置の閉塞や損傷が発生する可能性があります。したがって、凝固点を下げ

るためにグリコールなどの添加剤が必要になる場合があります。ただし、水の熱伝導率が下がるため、装置に適切

な減定格を行う必要があります。 

冷却ループでは、配管網内部の金属物質は再循環する液体と常に触れるので、不純物と化学反応を起こして腐食が

発生したり、堆積や閉塞が発生したりする場合があります。 

電食の進行度は、2つの異質金属の電位と液体の温度によって決まります。 

水温が10°C上昇すると、腐食の進行が2倍になることがあります。 

詳しくは、『HP mc-Series 5042 Rack Site Preparation Guide』（HPのWebサイトhttp://www.hp.com（英語））を

参照してください。 
 

許容できる水質仕様 
性能の低下を防止するには、次の水質を確保する必要があります。 
 

パラメーター 範囲 

pH 8.0～10 

25°Cでの特定のコンダクタンス 10～2,500µmhos 

Mアルカリ度（CaCO3） 150～1000ppm 

硫黄（SO4） 0～150ppm 

塩素（Cl） 0～100ppm 

硬度（CaCO3） 0～350ppm 

カルシウム硬度（CaCO3） 0～200ppm 

マグネシウム硬度（CaCO3） 0～150ppm 

銅（Cu） < 0.20ppm 

鉄（Fe） < 3.0ppm 

アルミニウム（Al） < 0.50ppm 

ナトリウム（Na） 0～1000ppm 

ケイ素（SiO2） 0～150ppm 

亜鉛（Zn） < 1.0ppm 

マンガン（Mn） < 0.1ppm 

リン酸（Po4）  < 3ppm 

http://www.hp.com
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パラメーター 範囲 

バクテリア 1,000 CFU/ml未満 

浮遊固形物 < 10ppm 
 

水質がこの範囲外である場合は、水質の専門家に相談してください。 

MCS 5042ユニットに接続された専用の給水システムで微粒子濾過を行うことをおすすめします。 
 

霜害 
霜害を防止するために、水の循環サイクルのどの地点でも、水温が許容温度範囲の下限（+4°C）以下にならないよ

うにしてください。 

0度以下で保管または運搬する場合は、事前に、コンプレッサを使用して水を完全に抜き取ってください。水温が下

がるにつれて温度が露点以下に下がる危険が生じるため（結露）、ターゲット温度を低めに設定しないようにして

ください。エンクロージャーのすべての面、特にケーブルの取り込み口を密封してください（結露防止）。 
 

水についての注意事項 
MCS 5042ユニットの取り付け中には、次の点に注意してください。 

• HPラックmcシリーズ5042フックアップ キットを取り付ける前に、システムからすべての異物や微粒子を流

し出してください。 

• 保水力に対して、短期および長期のシステム要件を評価してください。 

• 冷却水ループが液体冷却システム用に正しく設計されており、建物内の生活用水システム（浴室、洗面台、飲

料水など）から分離していることを確認してください。 

• 施設の管理者が建物の冷却水供給システムに、新たな負荷がかかることを理解しているかどうかを確認してく

ださい。熱負荷が増えることで、追加される熱負荷が、冷却水供給設備によって冷却される他のコンポーネン

トに影響を及ぼす可能性があることに注意してください。 
 

避けるべき給排水物質 
密閉された水処理システムで次の物質を使用しないでください。 

• 酸化殺生剤 

• アルミニウム成分 

• 高レベルの亜鉛成分を含む真鍮成分 

• 非ステンレス鋼成分 
 

水平設置のための要件 
MCSの水平脚を調節して、ユニットが床と水平になるようにしてください。 

地 震 多 発 地 帯 で の 注 意 事 項 に つ い て 詳 し く は 、 HP の Web サ イ ト

http://h20000.www2.hp.com/bizsupport/TechSupport/DocumentIndex.jsp?contentType=SupportManual&lang=en&
cc=us&docIndexId=64179&taskId=101&prodTypeId=3447589&prodSeriesId=3657806に掲載されている『HP 
mc-Series 5042 Rack Site Preparation Guide』を参照してください。 

 

http://h20000.www2.hp.com/bizsupport/TechSupport/DocumentIndex.jsp?contentType=SupportManual&amp;lang=en&amp;cc=us&amp;docIndexId=64179&amp;taskId=101&amp;prodTypeId=3447589&amp;prodSeriesId=3657806�
http://h20000.www2.hp.com/bizsupport/TechSupport/DocumentIndex.jsp?contentType=SupportManual&amp;lang=en&amp;cc=us&amp;docIndexId=64179&amp;taskId=101&amp;prodTypeId=3447589&amp;prodSeriesId=3657806�
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結露除去 
結露が発生すると、発生した水分は各クーリング モジュールで集められ、排出パイプを通してベース アセンブリ

に内蔵された結露除去用トレイに集められます。複数のクーリング モジュールを使用する場合は、結露除去用の排

水ホースを、クイック コネクターを使用して互いに結合します。結露が発生すると、発生した水分は一連のこの接

続を介して除去され、結露除去用トレイに集められます。 

結露除去用トレイにたまった水が指定されたレベルを超えると、センサーがポンプを起動し、たまった水を排水シ

ステムに排出します。結露除去用トレイからシステム外部には排水ホースが延びており、このホースを通じて、必

要に応じて、指定量を超えた水分が排出されます。このホースは、回収システムまたは外部の排水路に接続する必

要があります。 

排水を確実に行うには、以下の手順に従ってください。 

• 排水ホースがよじれないようにしてください。 

• 排水ホースには十分な太さ（直径）のものを使ってください。 

• 排水ホースは、常に、下方向に延びるように配置してください。 

結露が大量に発生しないように、またエネルギーを保存できるように、冷却能力が損なわれない程度に冷却水の温

度を上げてください。 
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テクニカル サポート 

カスタマー セルフ リペア 
修理時間を短縮し、故障部品の交換における高い柔軟性を確保するために、HP製品には多数のCSR部品があります。

診断の際に、CSR部品を使用すれば修理ができるとHP（HPまたはHP正規保守代理店）が判断した場合、HPはその

部品を直接、お客様に発送し、お客様に交換していただきます。CSR部品には以下の2通りがあります。 

• 必須 - カスタマー セルフ リペアが必須の部品。当該部品について、もしもお客様がHPに交換作業を依頼さ

れる場合には、その修理サービスに関する交通費および人件費がお客様に請求されます。 

• 任意 - カスタマー セルフ リペアが任意である部品。この部品も顧客自己修理用です。当該部品について、も

しもお客様がHPに交換作業を依頼される場合には、お買い上げの製品に適用される保証サービス内容の範囲内

においては、別途費用を負担していただくことなく保証サービスを受けることができます。 

注：HP製品の一部の部品は、カスタマー セルフ リペア用ではありません。製品の保証を継続するためには、HP
またはHP正規保守代理店による交換作業が必須となります。部品カタログには、当該部品がカスタマー セルフ リ
ペア除外品である旨が記載されています。 

部品供給が可能な場合、地域によっては、CSR部品を翌営業日に届くように発送します。また、地域によっては、

追加費用を負担いただくことにより同日または4時間以内に届くように発送することも可能な場合があります。サ

ポートが必要なときは、HPの修理受付窓口に電話していただければ、技術者が電話でアドバイスします。交換用の

CSR部品または同梱物には、故障部品をHPに返送する必要があるかどうかが表示されています。故障部品をHPに返

送する必要がある場合は、指定期限内（通常は5営業日以内）に故障部品をHPに返送してください。故障部品を返

送する場合は、届いた時の梱包箱に関連書類とともに入れてください。故障部品を返送しない場合、HPから部品費

用が請求されます。カスタマー セルフ リペアの際には、HPは送料および部品返送費を全額負担し、使用する宅配

便会社や運送会社を指定します。 
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規定に関するご注意 

この装置は、クラスA情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。

この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

電源コードに関するご注意 
製品には、同梱された電源コードをお使いください。同梱された電源コードは、他の製品では使用できません。 

規定準拠識別番号 
規定に準拠していることの証明と識別のために、ご使用の製品には、固有の規定準拠識別番号が割り当てられてい

ます。規定準拠識別番号は、必要な認可マークおよび情報とともに、製品銘板ラベルに印刷されています。この製

品の準拠情報を請求する場合は、必ず、この規定準拠識別番号を参照してください。この規定準拠識別番号を、製

品の製品名またはモデル番号と混同しないでください。 
 

各国別勧告 
以下に日本以外の国や地域での規定を掲載します。 

Federal Communications Commission notice 
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class A digital device, pursuant to Part 15 of 
the FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful interference when the 
equipment is operated in a commercial environment. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency 
energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio 
communications. Operation of this equipment in a residential area is likely to cause harmful interference, in which case 
the user will be required to correct the interference at personal expense. 

 

Modifications 
The FCC requires the user to be notified that any changes or modifications made to this device that are not expressly 
approved by Hewlett-Packard Company may void the user’s authority to operate the equipment. 

 

Cables 
Connections to this device must be made with shielded cables with metallic RFI/EMI connector hoods in order to 
maintain compliance with FCC Rules and Regulations. 

 

Canadian notice (Avis Canadien) 
This Class A digital apparatus meets all requirements of the Canadian Interference-Causing Equipment Regulations. 

Cet appareil numérique de la classe A respecte toutes les exigences du Règlement sur le matériel brouilleur du Canada. 
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European Union regulatory notice 
Products bearing the CE marking comply with the following EU Directives: 

• Low Voltage Directive 2006/95/EC 

• EMC Directive 2004/108/EC 

• Ecodesign Directive/2009/125/EC, where applicable 

• Machinery Directive 2006/42/EC 

CE compliance of this product is valid if powered with the correct CE-Marked AC adapter provided by HP. 

Compliance with these directives implies conformity to applicable harmonized European standards (European Norms) 
that are listed in the EU Declaration of Conformity issued by HP for this product or product family and available (in 
English only) either within the product documentation or at the following HP website (http://www.hp.eu/certificates) 
(type the product number in the search field). 

The compliance is indicated by one of the following conformity markings placed on the product： 

For non-telecommunications products and for EU harmonized telecommunications products, such as Bluetooth® within 
power class below 10mW. 

 

 

For EU non-harmonized telecommunications products (If applicable, a 4-digit notified body number is inserted between 
CE and !). 

 

 

Please refer to the regulatory label provided on the product. 

The point of contact for regulatory matters is Hewlett-Packard GmbH, Dept./MS：HQ-TRE, Herrenberger Strasse 140, 
71034 Boeblingen, GERMANY.  

 

Disposal of waste equipment by users in private households in the 
European Union 

 

 

 

This symbol on the product or on its packaging indicates that this product must not be disposed of with your 
other household waste. Instead, it is your responsibility to dispose of your waste equipment by handing it 
over to a designated collection point for the recycling of waste electrical and electronic equipment. The 
separate collection and recycling of your waste equipment at the time of disposal will help to conserve 
natural resources and ensure that it is recycled in a manner that protects human health and the environment. 
For more information about where you can drop off your waste equipment for recycling, please contact 
your local city office, your household waste disposal service or the shop where you purchased the product. 

  

 

http://www.hp.eu/certificates�
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BSMI notice 

 
 

Korean class A notice 

 
 

Chinese notice 
Class A equipment 
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頭字語と略語 

CSB 
chemical species balance 

 

CSR 

Customer Self Repair。カスタマー セルフ リペア 
 

DHCP 

Dynamic Host Configuration Protocol 
 

DST 

daylight savings time。夏時間 
 

FTP 

file transfer protocol 
 

GMT 

Greenwich mean time。グリニッジ標準時 
 

HTTP 

hypertext transfer protocol。ハイパーテキスト転送プロトコル 
 

HTTPS 

hypertext transfer protocol secure sockets 
 

IP 

Internet Protocol。インターネット プロトコル 
 

MCS 

modular cooling system。モジュラー クーリング システム 
 

PDU 
power distribution unit。パワー ディストリビューション ユニット 

 

SIM 
Systems Insight Manager 
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SNMP 

Simple Network Management Protocol 
 

SSH 
Secure Shell 

 

SSL 

Secure Sockets Layer 
 

TCP 

Transmission Control Protocol 
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